
 
 

第３回定例会が、平成２３年９月８日から９月１６日まで行われました。 

私の一般質問は、１２日の午前中に行われ、市長の政治姿勢で２点（①業務継続計画について ②公

共施設の運営について）、消防行政で２点（①消防団の活性化について ②消防体制の強化について）、

防災対策で豪雨対策について質問し、理事者の対応と今後の考え方をただしました。 
 

防災対策として豪雨対策の見解を求める！ 

大雨時の危険性３０箇所を選定 
 

昨今、多発するゲリラ豪雨は、とりわけ狭い地域に突発的に起きるもので予測は比較的困難です。平

成 16 年度には、苫小牧測候所が無人となり、気象観測や情報提供に関しては､職員の目で確認すること

ができなくなりました。 

また、先日、紀伊半島を中心に豪雨をもた

らした台風１２号は、死者、行方不明者が１

００人を超える大災害となりました。苫小牧

市でも市民の生命と財産を守るため、危険箇

所の情報を市役所内部の関係部局で共有す

ることと市民に公開することを求めました。

市では、既に 30 箇所を危険性があるとして

選定していることから市役所内部の連携を

強化し、市民には広報活動やホームページで

公開して行くことを決めました。 
 

市立病院のシステム更新、公共施設の防火・防災業務を軽視 
                                                    

政治姿勢では「業務継続計画」と「公共施設の運営」について質問しました。業務継続計画の課題は、

市立病院のシステムの更新です。特に市民生活と重要な関わりを持つ市立総合病院のＯＡシステムは、

オーダーリングシステムと電子カルテが導入されていますが、既に６年になろうとしています。システ

ム更新は、一般的に５～６年と言われている中、未だ更新計画がありません。市側は、平成 26 年度に

は更新したいとの答弁でしたが、それまでの間、システム障害などが発生し、医療現場が混乱しないよ

うにしなければなりません。また、指定管理施設の事業者が倒産などで撤退した場合の業務継続につい

て質問したところ、場合によっては閉鎖すると言う市民サービスを無視した市側の答弁でした。 

公共施設の運営については、コミュニティセンターなどで防火、防災業務が軽視されていることを指

摘し、市役所の各施設について改善することが示されました。 
 

東日本大震災を教訓に「消防団員の活性化求める！」 
 

今年３月１１日に発生した東日本大震災では、総務省消防庁のまとめによると消防士の死者・行方不

明者は２７人に対し、消防団員は少なくとも２４９人となっています。 

消防団員は、「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、消火・防災活動はもとより、平常時

の啓発活動など幅広い分野で地域防災の要として重要な役割を果たしていますが、苫小牧市の消防団員

の定数は、２８７名と道内１０万都市としては最低の人員であり、報酬も標準基準額を大きく下回って

います。 

この震災を契機に地域の消防団員の役割は、益々重要となることから定数の見直しと処遇改善を求め

ました。市長からは、消防団の意向を踏まえ、関係部局と協議していくことが示されました。 
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「白鳥アリーナ」 
多目的利用を提言！ 

公共施設の運営では、白鳥アリーナの使用

実態も指摘しました。白鳥アリーナは、４千

人収容の観客席を有しながら、消防用設備が

一部設置されていないことから多目的利用

が制限されています。そのため氷上ライブや

各種イベントなどが出来ず、更にシーズン外

に利用可能であった軽スポーツまでが、現在

は出来ない状況となっています。 

市民の財産である「白鳥アリーナ」を有効

利用するため改善を強く求めました。 

 

一般会計決算審査特別委員会で指摘  

住宅用火災警報器の設置率は「東高西低」！ 
 

一般会計決算審査特別委員会が１０月３日・４日の両日行われました。 

 

私は、総務費で「広報とまこまい」の町内会の配布助成と市立

病院駐車場出口の交差点の交通安全対策を取り上げました。「広

報とまこまい」の配布助成は、広報の民間委託に伴い配布助成の

見直しを検討しているとのことです。配布助成金は、町内会にと

って貴重な財源であることから町内会の支援を丁寧に検討する

ことを求めました。また、市立病院の駐車場出口については、開

院以来、時差式信号機への変更を求めていますが、出来ないので

あれば敷地の出入口そのものを見直すべきと指摘しましたが、検

討したいとの答弁にとどまりました。 

今後は、使用されていない救急車の専用進入口や使い勝手の悪

い駐車場入口の問題も含めて提起していきます。 

 

次に環境衛生費では、「空地の草刈り」と「沼ノ端クリーンセンター施設の談合」の裁判状況について

質問しました。「空地の草刈り」は、環境衛生部で年間 1500 件の調査を実施し文書で指導をしていま

すが、病害虫や野火の発生源などで、市民生活に影響を与えていることから、今後、消防本部と連携し

て指導していく方針が示されました。 

 

消防費では、「水難救助活動の整備」と「住

宅用警報器の普及促進」について市側の姿

勢をただしました。まず、水難救助につい

ては、本来、海上保安署が行うことになっ

ていますが、ほとんどの場合、消防の救助

隊が先着し、救助活動をしています。しか

し、苫小牧消防には水難救助の装備品が整

っていない状況です。「豪雨災害などでも救

助活動は待った無し」、早急に整備すること

が示されました。 

また、「住宅用火災警報器の普及促進」で

は、緊急雇用対策事業で調査した結果、設

置状況は市全体で６４．７％ですが、西部地区は５０％に満たない地区が多く「東高西低」となってい

ます。西部地区は高齢者の多い地区であることからモデル地区を選定し、共同購入などを行い普及させ

ることを求めました。 
 

《《熱熱血血現現場場主主義義》》小小ささななここととででもも身身近近なな問問題題をを地地域域かからら発発信信ししまますすののでで、、よよろろししくくおお願願いいししまますす。。  

 

 

 

 


